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研究成果の概要（和文）：以下のような新たな研究成果が得られた。第1は、監査プロフェッション(職業監査人
と会計士協会)と行政機関がそれぞれ行っている財務諸表監査の質の規制に関して、初めての包括的で体系的な
研究結果が得られたこと。第2に、監査の質を捉える視点について、「監査プロフェッション・プロセス」とい
う考え方を提示し、それを構成する各段階を通じて、監査規制についての民間と行政との関係を捉え、かつ、そ
の規制状況について国際的な比較を行ったこと。
 第三に、わが国の監査規制が抱えている問題点を「論点」という形で提示したこと、第4は、監査規制の研究に
関して予想される研究テーマについて、その着眼どころを明らかにしたこと。

研究成果の概要（英文）：  First, we obtained a comprehensive and integrated research observations 
and conclusions about the regulation on the quality of a financial statement audit. Second, we 
introduced a new perspective “the audit-profession process” to look at and make a comparative 
analysis on how professional bodies and regulatory agencies of the 7 countries (U.S.A., England, 
Germany, Netherlands, Canada, Australia, and Japan have been regulating the quality of a financial 
statement audit. Third, we presented examples of important issues to be treated in starting 
discussions for improving (making changes to) the present system of the audit regulation in Japan. 
Fourth, we enumerated/explained topics or subjects meaningful to the future research on the audit 
regulation.
  The academic accomplishments we obtained through the 2017-2020 research activities were  published
 as a research monograph entitled “Regulation on the Audit Quality: Audit Profession vs 
Government” in 2021.   

研究分野： 会計学

キーワード： audit regulation　audit quality　audit profession　auditing standards　professional ethics　s
elf regulation　definition of auditing　governmental regulation
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
監査の質の規制の在り方を巡る、監査プロフェッションと行政機関の立ち位置を含む総括的な研究は、内外とも
に行われていなかった。主要各国における規制がどのような状況にあるかも、明らかではなかった。今回の研究
はそうした意味での「先駆的な研究」である。この研究を通じて、日本の規制状況が、本研究で取り上げた他の
6か国とは異なること、とりわけ、監査プロフェッション・プロセスの起点から終点のすべての段階において、
行政機関が深く関与しているということも指摘された。この研究領域に関して参考にすべき文献・資料等も示さ
れているので、今回の研究成果の上梓を契機に、この分野の学術的研究が大きく発展することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) アメリカ、英国、ドイツ、そして日本において、上場会社による不正な財務報告がなかなか
収まらない。経済社会の構成員は、財務諸表の重要な虚偽表示を看過してしまう 監査の質に対
して不安を増幅している。財務諸表監査の質は、誰(どこ)が、どのような立場から、どのように
規制しているのであろうか。従来は、専門職業団体(会計士協会)が中心となって監査の質を規制
していたが、最近は、むしろ国(行政機関)が積極的に関わり始めた。このような新たな傾向が会
計先進諸国においてみられる。本研究に至った問題意識としては、こうした監査社会における規
制の状況の変化があった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、職業会計士が従事している財務諸表監査の質に対する規制(以下、監査規制と略
す)をどのように学術的に捉えたらよいのかという問題意識を基礎にして、そのための視座 (構
図) を明らかにしたうえで、主要会計先進諸国 (アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリ
ア、ドイツ、そしてオランダ)と日本における監査規制の状況 (規制の特徴) を調査し、最終的
には、わが国における監査規制の状況(規制の特徴)とわが 国の監査規制が抱えている問題を明
らかにすることを目的とした。 
(2) 本研究では、監査の質と監査の質に対する規制の関係を、会計先進主要国における監査規
制の状況を視野に入れながら、日本における監査規制の型の特徴とそれが抱える問題や将来に
おける監査規制の方向性を模索するとともに、どのような監査規制のあり方が望ましいか、とい
う課題を探究した。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究においては、監査規制を可能な限り学術的に、かつ、国際的な多様性を睨みなが ら
分析を行った。研究の方法は、論文、研究書、および調査対象 7か国の専門職業団体の Web site
を通じて発信している情報を基礎にした「文献調査」である。研究の全体的構図を、第Ⅰ部から
第Ⅲ部の 3つに分けている。第Ⅰ部では、監査規制を学術的に捉えるための枠組みを模索し、第
Ⅱ部は、調査対象国の監査規制を捉える共通の視点を明示し、その視点に立って、外国の監査規
制の内容と特徴を考究した。第Ⅲ部では、わが国における監査規制の状況を同様の方法で検討し
た。その進め方は、以下のとおりである。 
(2) 今回の分析の枠組みを扱う第Ⅰ部についての研究の進め方は、代表者がその叩き台となる
べき原稿を作成・提示し、その内容と参考文献の補充等について、各研究分担者と研究協力者(以
下、「研究分担者等」)が検討し、原稿を追加・修正していくという形を採った。 
(3) 各国の監査規制の現状についての分析を扱う第Ⅱ部における研究の進め方は、各国の監査
規制状況についての分析の視点を共有するため、代表者が「監査プロフェッション・プロセス」
という考え方を図示し、 その有効性について研究分担者と協力者から意見を求め、確定すると
いう方法をとった。なお、海外調査が必要な場合には、現地に赴いて情報を得るという方法も加
えた。 
(4) 調査対象国(7か国)の調査・研究については、研究分担者等に担当国を割り振り、各国 状
況について叩き台となる原稿を提示してもらい、それを全員で検討するという方法をとった。な
お、最後のまとめ方に関しては、「監査プロフェッション・プロセス」を構成するステップごと
に、各国の規制状況を説明・分析するという方法をとった。 
(5) 第Ⅲ部では、わが国における規制の状況についての説明と、わが国の監査規制が潜在的 に
抱えている問題を代表者が指摘・説明し、研究分担者等から意見等を得て、共有できる 内容と
した。最後に、この分野の研究がますます活発になることを期待して、監査規制に関する研究を
行うに際して予想される論点や方向を、研究分担者等各位に自由に示してもらうという方法を
採った。 
 
４．研究成果 
(1) まずは、監査規制のあり方を、理論と国際比較の両面で公表された今回の研究は、おそらく 
内外でも先駆的研究であったと考えている。事実、研究 3年目に入って、イギリスの出版社から
今回の研究成果を英語にして公表する予定はないかとの打診があった。今回の研究が契機とな
って、監査の質をミクロ的な視点からだけではなく、マクロ的な視点から考究する研究に火が付
くことを期待している。監査規制は、非常に重要な現代的な監査研究テーマである。 
 
(2) プロフェッションという用語は、日本語としても使用されているが、規制という観点からす 
ると、欧米の監査プロフェッションとわが国の監査プロフェッションとの間には、その誕生・発
展過程において、大きな違いがあった。現在では、いずれの国においても、財務諸表監査は、専
門職業団体(会計士協会)と国(行政機関)による“Co-regulation”下にあるが、監査専門職業の
独立という点から特徴づけると、欧米の監査規制は基本的には「自己規制」、わが国の監査規制



は行政機関による監督の下での「自主規制」と特徴づけることができる。 
 
(3) 各国の監査規制の現状やその特徴等を比較・分析するうえで、第Ⅱ部において導入した「監
査プロフェッション・プロセス」という考えが非常に有効であったことである。また、この視点
を通じて、実証的な監査研究を活発化するうえで、どこに大きな問題があるのかも明らかになっ
た。日本における監査研究環境は十分に整っていない。 
 
(4) 今回の研究を通じて、日本における監査規制の分野において、専門職業団体と行政機関との
間の役割分担、専門職業団体の社会的地位の引き上げ、専門職業団体の自立性の強化など、監査
の質の強化を、専門職業団体が十分な透明性を確保したうえで、積極的に取り組むことのできる
環境の育成に中長期的に取り組む際の論点が示された。 
 
(5) わが国特有な問題であるが、監査プロフェッション・プ ロセス全体が公認会計士法の  規
制の対象となり、同法の所轄官庁である金融庁による規制を受けているという点である。行政機
関による「規制漬け」の状況は、少 なくとも今回の研究で取り上げた 6か国には見ることのな
いわが国特異の状況である。本研究は、そうした状況が潜在的に抱えている問題を個々に指摘す
るとともに、将来において監査規制の仕組みについて変革を模索する場合に考慮すべき論点を
提示している。 
 
(6) 監査規制に関する研究が今後一段と重要になるとの認識のもとに、監査研究者が取り組む
べき監査規制に関する基本的な(fundamental)問題/課題を提示すると ともに、その際に取り上
げられるべき論点を提示している。 
 
(7) 研究の成果は、2020 年 12 月に、研究代表者・研究分担者・研究協力者全員の共著として『監
査の質に対する規制: 監査プロフェッション vs 行政機関』を国元書房より上梓した。 
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